
高知市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画(令和３～５年度)　概要（案）

【第８期実施予定の取組（事業等）】　
※事業の新規・継続・拡充とは，第７期計画を起点としたもの

1 １-１ ☆健康増進・維持向上への取組

●（拡充）住民主体の介護予防活動の推進
　・いきいき・かみかみ・しゃきしゃき百歳体操への参加促進

●（拡充）一人ひとりの健康行動の推進
　・いきいき健康チャレンジの普及

　・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

１-２ ☆地域ぐるみによる生活支援の推進

●（拡充）生活支援体制の拡充
　・第１層（市全体）及び第２層（日常生活圏域）の協議体の開催

　・第２層生活支援コーディネーターの配置

●（拡充）生活支援の人材発掘・育成
　・生活支援ボランティアの育成（高知市介護予防等サービス従事者養成研修等）

　・こうち笑顔マイレージ（ボランティア活動）の推進

●（拡充）総合事業における自立した生活支援サービスの拡充
　・住民主体による訪問・通所Ｂ類型事業

　・通所Ｃ類型事業の構築

　・訪問Ｄ類型の実施に向けた関係機関との協議

１-３ ☆住民主体による支え合い・社会参加の推進

●（継続）住民主体の支え合い活動の推進

●（拡充）高齢者自身が支え手となる社会参加の推進
　・地域活動や団体活動における支援者として高齢者が活躍できるような仕組みづくり(生活支援体制整備事業）

　・シルバー人材センター等の活用，地域における就労的活動を含めた環境づくり

2 ２-１ ☆在宅生活を支える生活支援の推進

●（継続）食生活の支援
　・在宅高齢者配食サービス事業　　　　　　　　　

　・食の改善支援事業：食生活の改善が必要な高齢者に対する管理栄養士等による支援

●（継続）ひとり暮らしの支援
　・シルバー人材センター「ワンコインサービス」運営補助

２-２ ☆認知症対策の推進

●（継続）認知症の初期の段階からの支援

●（拡充）地域での認知症高齢者支援ネットワークの拡充

　・認知症見守りネットワークづくり：行方不明高齢者の捜索等に関する地域住民を交えた連携体制構築の検討

●（継続）認知症に対する理解促進

●（継続）認知症の人や家族が気軽に集い相談できる場づくりの推進

●（継続）若年性認知症の人への支援

２-３ ☆医療・介護連携による介護重度者・家族等へのサポート

●（継続）在宅医療・介護連携の推進　
　・市民への啓発

　・在宅医療・介護の連携の仕組みづくり

　・在宅医療・介護連携推進委員会の開催

２-４ ☆権利擁護・高齢者虐待防止への取組

●（継続）権利擁護の普及
　・成年後見制度の利用促進

●（継続）高齢者虐待の早期発見・支援

　・高知市虐待予防ネットワーク会議による連携・強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２-５ ☆要配慮者対策の推進

●（拡充）地域防災計画に基づく要配慮者対策の推進
　・介護事業者を対象に非常災害時の対応に関する研修会の開催

●（新規）新型コロナウイルス等感染症対策
　・介護事業者への新型コロナウイルス等感染症対策の啓発

　・衛生用品確保事業（施設等における感染症の発生時に必要な衛生用品の備蓄）
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災害時等でも安心して
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生活支援サービス
の充実

生活に不安を持つ高齢者・家族等の生活を支える施策の推進（ソフト対策）目標２

ちいきぐるみの支え合いづくり基本理念

【基本目標】 【施策の方向性】

目標１

　・低栄養予防の普及啓発：各種団体への啓発，医療機関受診時を活用した啓発
                                         いきいき百歳体操会場等でのモデル事業の実施，普及

高齢者の健康増進・いきがいづくり・社会参加による健康寿命の維持向上及び介護予防の推進

　・体操を継続できる仕組みづくり：ＮＰＯ法人との共同等による体操会場への継続支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  活動に繋がっていないサポーター等へのフォローアップと活動へのマッチング

いきいきと
暮らし続けられる

健康づくりの推進

別紙資料２
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3 ３-１ ☆住環境の整備・促進

●（継続）生活空間の環境整備

●（継続）多様な住まい方の支援
　・サービス付き高齢者向け住宅登録制度（立入）

　・住宅型有料老人ホーム届出

３-２ ☆地域密着型サービス・施設サービス等の整備・促進

●（継続）地域密着型サービスの整備
　・看護小規模多機能型居宅介護，小規模多機能型居宅介護，定期巡回・随時対応型訪問介護の整備

　・認知症対応型通所介護，認知症対応型共同生活介護の整備（認知症になっても暮らしていけるまちづくり）

●（継続）施設サービスの整備
　・特定施設入居者生活介護等の整備

３-３ ☆公共交通網等の整備・促進

●（継続）公共空間や交通バリアフリーの推進

4 ４-１

●（継続）ケアマネジメント力の向上
　・ケアマネジメント研修の開催（体系化）

●（継続）施設ケアの資質向上
　・自立を目指すケア研修会

４-２

●（継続）事業所の業務・職場環境改善に向けた仕組みづくり

●（拡充）介護人材の確保に向けた新たな取組
　・こうち介護カフェ事業

●（新規）介護事業者の事務負担の軽減

5 ５-１

●（継続）情報の共有化の推進

●（継続）自立支援に関する啓発
　・介護保険制度や超高齢社会の現状及び将来の見通し，自立支援に関する啓発

５-２

●（拡充）地域包括支援センターの機能強化
　・地域共生社会の構築に向けた重層的支援体制整備事業の実施

　・地域包括支援センターの評価業務，運営委員会の開催及び協議

５-３

●（継続）見える化システムを活用した情報共有・地域分析の促進

●（継続）介護給付等に要する費用にかかる適正化事業の実施
　・要介護認定の適正化

　・ケアプラン点検の実施

　・住宅改修の点検，福祉用具購入・貸与の調査

　・縦覧点検・医療情報との突合

　・介護給付費通知の送付

　・適正化に関するシステムの活用

　・指導監査等の効果的な実施

＜第８期介護保険事業計画の基本指針のポイント（充実する事項（案））＞

１．2025・2040年を見据えたサービス基盤，人的基盤の整備

２．地域共生社会の実現

３．介護予防・健康づくり施策の充実・推進（地域支援事業等の効果的な実施）

４．有料老人ホームとサービス付き高齢者住宅に係る都道府県・市町村間の情報連携の強化

５．認知症施策推進大綱を踏まえた認知症施策の推進

６．地域包括ケアシステムを支える介護人材確保及び業務効率化の取組の強化

７．災害や感染症対策に係る体制整備

地域分析に基づく
保険者機能の強化

多様な主体との
考え方や方向性の共有

保険者による地域マネジメント力の強化・推進目標５

多様なサービスを
効果的に受けられる

地域包括支援
センターの機能強化

　・地域支援体制の構築：センター毎に開催される地域ケア会議において抽出される地域課題を元に，
　　関係機関の連携や役割分担等について検討し，体制構築に向けた取組を進める

介護事業所・従事者の質の向上，労働環境の整備促進目標４

介護や看護に従事する
人たちが誇りとやりがい
を持って働き続けられる

事業所の
質の向上

事業所の
職場環境の改善

目標３

住み慣れた地域で
暮らし続けられる

多様な暮らし方の支援

暮らしの中で受けられる
介護サービスの充実

公共空間や交通の
バリアフリー化

生活に不安を持つ高齢者・家族等の生活を支える施策の推進（住環境・公共交通などハード対策）

－2－


